
 

 

  

早いもので１学期がスタートして１か月あまりが経過しました。子どもたちは日々勉強や運動

に懸命に取り組んでいます。 

入学式で、子どもたちに３つの花を咲かせようというお話をしました。３つの花とは「赤い花」

「黄色い花」「白い花」なのですが、そのうちの「赤い花」について記してみます。 

本校の重点(年間)生活目標 は「気持ちのよいあいさつをしよう」です。 

「赤い花」とは、「あいさつの花」のことです。 

では、なぜあいさつは必要だと思われますか。 

あいさつの効果には・・・ 

１「気持ちがいい」  大きな声で、「おはようございます。」と朝からあいさ

つを交わすと、とても気持ちがいいです。 あいさつをするだけで、気持

ちのいい一日を始めることができます。  

２「笑顔が増える」  「おはようござます」とあいさつしている人の顔は、ほとんどが笑顔です。あ

いさつは、自然に笑顔になれる機会をくれて気持ちを上向きにするありがたい言葉です。 

３ 「人間関係がよくなる」  誰かにあいさつをするということは、その相手を「認めている」とい

うことになります。人は、 自分を認めてくれた人に対して好意的に接するようになります。あ

いさつをするだけで、人間関係がよくなっていきます。 

４ 「あいさつから会話が始まる」  あいさつを続けていると、そこから会話が生まれ、いろいろ

な人と話す機会が少しずつ増えてきます。 

以上のことが挙げられると思います。 

 「おはよう」「さようなら」・・・気持ちの良い挨拶が飛び交う武庫庄っこになって、赤い花をいっ

ぱい咲かせてほしいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 5月 1日 

プラスワン見つけ  新５年生の巻 

健康診断のシーズン真っ只中。身体測定のために保健室にやってきた

新５年生。廊下を歩くときは、静かに。 

そして、廊下には整然と並んだ上靴たち。 

保健室の中でもしっかりと保健の先生のお話を聞いて、聞く態度も完

璧です！５年生、高学年として素晴らしい行いです！ 

かっこいいよ！５年生！ 


